
スペースプラザ
新
日
本
印
刷
あ
な
た
の
本
『
簡
単
本
』
に
思
い
出
を

エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
３
６
０
日
時
間
稼
働
「
切
削
加
工
の
コ
ン
ビ
ニ
工
場
」
と
ベ
ト
ナ
ム
工
場

宇
陀
化
成
工
業
人
に
　
社
会
に
　
地
球
に
も
っ
と
優
し
い
フ
ィ
ル
ム
を

ア
イ
・
エ
ム
・
ジ
ー
最
新
の
技
術
と
高
い
レ
ベ
ル
で
機
械
加
工

ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
ワ
イ
ン
専
用
コ
ン
テ
ナ
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

ボ
ン
サ
イ
ラ
ボ
進
化
し
た
低
価
格
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
「
Ｂ
Ｓ
０
１
＋
」

み
は
し
壁
面
装
飾
材
『
木
製
ウ
ェ
ー
ブ
モ
ー
ル
』

コ
ミ
ー
正
面
に
貼
る
だ
け
で
安
心
通
行
「
Ｆ
Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」

メ
タ
ル
ニ
ク
ス
特
殊
偏
芯
ボ
ル
ト
「
エ
ク
セ
ｅ
ボ
ル
ト
」

秩
父
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
路
面
の
簡
単
補
修
材
「
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
」

バ
ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
鳥
害
防
除
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
効
果
の
最
新
装
置

山
田
製
作
所
２
カ
月
先
の
予
定
が
一
目
で
わ
か
る
「
ワ
イ
デ
ク
ル
管
理
ボ
ー
ド
」

ア
イ
ザ
ッ
ク
高
度
利
用
者
向
け
緊
急
地
震
速
報
受
信
機

を
く
だ
屋
技
研
物
流
機
器
「
キ
ャ
ッ
チ
パ
レ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
ク
」
な
ど
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ
発
売

大
同
機
械
軽
量
な
樹
脂
製
作
業
台

ユ
ー
ベ
ッ
ク
切
削
・
研
削
工
具
寿
命
大
幅
ア
ッ
プ
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
工
シ
ス
テ
ム
」

　
秩
父
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

の
「
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス

Ｐ
」
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
段

差
、
工
場
・
倉
庫
な
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
床
の
欠
損
部
や

段
差
な
ど
を
、
専
用
機
械
や

専
門
職
を
必
要
と
せ
ず
に
簡

単
に
補
修
で
き
る
ポ
リ
マ
ー

セ
メ
ン
ト
系
補
修
材
で
す
。

　
当
商
品
は
粉
体
部
と
練
液

部
の
二
材
か
ら
成
り
、
こ
の

二
材
を
袋
の
中
で
手
練
り
し

補
修
部
に
施
工
し
ま
す
。

　
速
硬
タ
イ
プ
の
た
め
補
修

部
の
供
用
が
短
時
間
で
可
能

に
な
る
た
め
、
昼
休
み
や
営

業
終
了
後
に
、
従
業
員
が
補

修
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
下
地
と
の
接
着
力

や
耐
摩
消
性
が
良
好
な
た

め
、
広
範
囲
な
用
途
で
補
修

が
可
能
で
す
。

　
仕
上
が
り
色
は
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
色
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
」

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
色
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
」
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
秩
父
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業

の
担
当
部
署

・
営
業
第
一
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

秩
父

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　
営

業
第
一
部
、
〒

―

東
京

都
台
東
区
上
野
７
の
７
の
６

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
上
野
６
階
、

０
３
・
３
８
４
４
・
５
０
６

２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
８
４

４
・
５
０
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ア
イ
・
エ
ム
・
ジ
ー

は
、
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
と

卓
越
し
た
技
術
で
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
機
械
加

工
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
単
品
物
か
ら
量
産
物
ま

で
部
品
、
製
品
の
製
作
が
可

能
で
す
。

　
ま
た
、
加
工
物
だ
け
で
な

く
生
産
装
置
・
治
具
な
ど
の

設
計
か
ら
製
造
・
組
み
立
て

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
弊
社

の
加
工
物
・
製
造
物
に
対
し

て
は
、
短
納
期
に
も
対
応
し

ま
す
。

　
素
材
に
関
し
て
も
鉄
・
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ス
テ
ン
レ
ス

だ
け
で
な
く
、
銅
や
真

な

ど
も
加
工
可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ア
ク
リ
ル
・
ジ

ュ
ラ
コ
ン
・
Ａ
Ｂ
Ｓ
や
ナ
イ

ロ
ン
・
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
な
ど

樹
脂
加
工
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
金
属
や
樹
脂
に
関
し
た
加

工
を
一
手
に
請
け
負
っ
て
い

る
の
で
、
お
得
意
様
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
も
お
客
様
に
喜
ん
で

頂
け
る
よ
う
丁
寧
な
対
応

を
モ
ッ
ト
ー
に
幅
広
い
対
応

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ア

イ
・
エ
ム
・
ジ
ー
、
〒

―

大
阪
市
八
尾
市
北
亀
井
町

２
の
２
の
８
、

０
７
２
・

９
２
２
・
６
０
９
４
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
２
・
９
９
１
・
４
０

２
５

　
エ
ッ
セ
イ
、
料
理
本
、
旅

行
記
な
ど
、
日
頃
書
き
続
け

た
原
稿
が
「
エ
ッ
セ
イ
Ａ
５

判
・
Ｂ
６
判

万
円
か

ら
」
と
い
う
料
金
で
本
に
で

き
ま
す
。
書
籍
や
雑
誌
な
ど

編
集
企
画
、
印
刷
に
実
績
を

持
つ
貢
専
門
の
新
日
本
印
刷

が
、
制
作
の
お
手
伝
い
を
い

た
し
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な
ど

様
々
な
ご
希
望
に
お
応
え

し
、
見
栄
え
の
あ
る
本
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
、
原
稿
を
お

持
ち
の
方
、
作
品
の
入
稿
か

ら
印
刷
・
製
本
・
発
送
ま
で

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

新
日

本
印
刷

、
〒

―

東
京

都
新
宿
区
山
吹
町
３
４
２
、

０
３
・
３
２
６
９
・
３
６

１
１

　
エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

１
３
０
台
以
上
の
生
産
設
備

を
３
６
０
日

時
間
稼
働

し
、
小
ロ
ッ
ト
品
、
量
産
品

写
真
上

を
、
お
客
様
の

必
要
な
時
に
お
届
け
す
る
加

工
工
場
で
す
。

　
「
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
」
で
お
客
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
す
べ
く
、
Ｎ
Ｃ
旋

盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ
、
Ｎ
Ｃ
自

動
旋
盤
だ
け
で
な
く
、
切

削
、
ワ
イ
ヤ
ー
加
工
、
表
面

処
理
な
ど
の
二
次
加
工
も
可

能
で
す
。

　
ま
た
、

時
間
以
内
の
見

積
提
示
と
徹
底
し
た
行
程
管

理
を
行
い
、
さ
ら
に
低
コ
ス

ト
で
高
品
質
を
誇
る
、
量
産

品
を
本
社
工
場
と
同
様
の
設

備
と
品
質
管
理
体
制
の
ベ
ト

ナ
ム
工
場

写
真
下

で
生

産
し
、
利
便
性
に
優
れ
た
工

場
と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

【
主
な
設
備
】

　
Ｎ
Ｃ
旋
盤

台
　
Ｎ
Ｃ
自

動
旋
盤

台
　
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ

台
　
そ
の
他
ワ
イ

ヤ
ー
放
電
・
円
筒
切
削
・
平

面
切
削
・
フ
ラ
イ
ス
盤
・
切

断
機
・
白
黒
ア
ル
マ
イ
ト
・

各
種
メ
ッ
キ
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ

ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
〒

―

福
島
県
田
村
市
常
葉
町

常
葉
字
七
日
市
場

、

０

２
４
７
・
７
７
・
４
１
９

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
７
・
７

７
・
４
１
９
７

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
研
究
開
発
型
メ
ー
カ
ー

「
を
く
だ
屋
技
研
」

大
阪

府
堺
市
美
原
区
丹
上
２
６
３

　
代
表
取
締
役
　
林
正
善

は
、
こ
の
た
び
、
環
境
に
や

さ
し
い
、
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ

ー
ズ
と
銘
打
っ
て
主
力
の

「
キ
ャ
ッ
チ
パ
レ
ッ
ト
ト
ラ

ッ
ク

写
真
左
」
・
「
パ
ワ

ー
リ
フ
タ
ー
」
・
「
リ
フ
ト

テ
ー
ブ
ル
」
全

機
種
を
新

た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
販

売
い
た
し
ま
す
。

　
独
自
に
走
行
抵
抗
を
低
減

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
輪

写
真
右

を
開
発
し
、

「
キ
ャ
ッ
チ
パ
レ
ッ
ト
ト
ラ

ッ
ク
」
な
ど
の
製
品
に
装
着

し
、
８
月
１
日
に
販
売
を
開

始
し
ま
し
た

一
部
先
行
発

売
中

。

　
詳
し
く
は
、
「
を
く
だ
屋

技
研
」
の
各
営
業
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

を
く

だ
屋
技
研
、
〒

―

大
阪

府
堺
市
美
原
区
丹
上
２
６
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
緊
急
地
震
速
報
と
は
、
気

象
庁
お
よ
び
予
報
業
務
許
可

事
業
者
が
、
全
国
各
地
へ
地

震
の
強
い
揺
れ
が
到
達
す
る

前
に
お
知
ら
せ
す
る
し
く
み

で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
で
使

用
さ
れ
て
い
る
広
域
エ
リ
ア

で
の
不
特
定
多
数
に
向
け
た

一
般
利
用
者
向
け

に
比

べ
て
、
工
場
・
物
流
セ
ン
タ

ー
、
学
校
、
オ
フ
ィ
ス
と
い

っ
た
特
定
の
場
所
で
の
利
用

者
に
向
け
た

高
度
利
用
者

向
け

は
、
そ
の
場
所
の
緯

度
経
度
、
地
盤
の
堅
さ
情
報

を
用
い
て
「
震
度
い
く
つ
の

地
震
が
何
秒
後
に
き
ま
す
」

と
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ア
イ
ザ
ッ
ク
の
高
度
利

用
者
向
け
緊
急
速
報
受
信
機

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ａ
Ｌ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ

Ｔ

は
、
放
送
設
備
と
連
動

し
建
物
内
の
全
館
放
送
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
連
動
し
揺
れ

る
前
に
最
寄
り
階
へ
停
止
、

回
転
灯
と
連
動
し
て
音
の
大

き
な
所
や
、
耳
の
不
自
由
な

方
へ
の
視
覚
に
よ
る
お
知
ら

せ
な
ど
、
様
々
な
機
器
を
連

動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ア

イ
ザ
ッ
ク
、
〒

―

大
阪

市
中
央
区
道
修
町
２
の
２
の

ベ
ル
ロ
ー
ド
道
修
町

Ｆ
、

０
６
・
６
３
２
４
・

５
８
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・

４
８
０
９
・
８
６
３
６

担
当

川
端

　
宇
陀
化
成
工
業
は
、
１
９

８
５
年
に
設
立
以
来
、
リ
サ

イ
ク
ル
原
料
を
用
い
た
環
境

に
優
し
い
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ

ィ
ル
ム
の
製
造
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　
よ
く
「
こ
の
製
品
を
使
用

し
た
ら
二
酸
化
炭
素
を
○
％

削
減
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

が
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

社
の
使
用
す
る
、
リ
サ
イ
ク

ル
原
料
は
、
本
来
な
ら
製
造

工
場
で
発
生
し
て
廃
棄
処
分

さ
れ
る
も
の

写
真
左

を
、
再
生
原
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
、
１
サ
イ
ク
ル
遅

ら
せ
る
事
、
つ
ま
り
は
二
酸

化
炭
素
を
１
０
０
％
削
減
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
、
是
非
当

社
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
１

０
０
％
」
製
品
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

宇
陀

化
成
工
業

、
〒

―

奈

良
県
宇
陀
市
榛
原
篠
楽
１
１

７
の
１
、

０
７
４
５
・
８

５
・
３
０
０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
４
５
・
８
５
・
３
０
０
２

担
当

栗
林
　
橋
本

　
鳥
害
対
策
の
専
門
メ
ー
カ

ー
バ
ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
は
、

鳥
害
防
除
効
果
保
証
の
最
新

装
置
を
開
発
し
、
施
工
販
売

を
開
始
し
て
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
強
い
発
光
体
を
忌
避
す
る

鳥
類
の
習
性
を
利
用
し
た
装

置
で
、
ス
ト
ロ
ボ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
効
果
で
そ
れ
を
実
証
し

ま
し
た
。

　
装
置
に
は
、
飛
来
防
止
用

効
果
範
囲
１
０
０
０
―
１

２
０
０
平
方

「
バ
ー
ド

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ト
ロ
ボ
タ
イ

プ
・
円
筒
４
灯
式
」
と
、
工

場
、
倉
庫
な
ど
の
侵
入
防
止

用
「
バ
ー
ド
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ト
ロ
ボ
タ
イ
プ
・
フ
ラ
ッ
ト

２
灯
式
・
４
灯
式
」
の
２
種

類
で
す
。

　
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
鳥
類

の
飛
来
時
間
や
、
侵
入
時
間

に
併
せ
て
作
動
・
制
御
で
き

る
「
タ
イ
マ
ー
シ
ス
テ
ム
」

内
臓
の
装
置
で
す
。

　
電
磁
場
を
使
用
し
な
い
の

で
テ
レ
ビ
な
ど
へ
の
電
波
障

害
は
無
く
、
永
続
的
に
殺
傷

せ
ず
に
鳥
類
の
飛
来
防
止
や

侵
入
防
止
効
果
と
利
便
性
が

特
徴
で
、
さ
ら
に
、
消
費
電

力
が
少
な
い
エ
コ
装
置
で

す
。

　
開
発
し
て
１
年
目
の
昨
年

は
、
大
手
プ
ラ
ン
ト
施
設
・

大
型
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

鉄
鋼
工
場
な
ど
多
く
の
実
績

が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
鳥

類
の
執
着
製
が
強
く
侵
入
防

止
対
策
が
難
し
い
と
言
わ

れ
、
効
果
を
一
番
危
惧
し
た

精
米
工
場
で
も
「
納
得
の
効

果
」
と
し
て
好
評
を
い
た
だ

い
た
の
は
大
き
な
成
果
で
し

た
。

　
い
ず
れ
も
効
果
保
証
装
置

と
し
て
設
置
し
て
２
週
間
、

納
得
の
効
果
が
無
け
れ
ば
返

品
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
３
年
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
可

能
で
す
。
現
場
の
門
扉
寸
法

を
測
る
建
物
の
図
面
で
、
対

策
の
設
計
提
案
書
と
見
積
書

を
無
料
で
作
成
い
た
し
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

バ

ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
、
〒

―

大
阪
市
住
之
江
区
東
加
賀

屋
２
の
７
の

、

０
６
・

６
６
８
３
・
５
１
３
２
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
６
・
６
６
８
３
・
５

１
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
通
路
で
起
こ
る
衝
突
な
ど

の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
は
、
死

角
が
あ
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。

　
コ
ミ
ー
が
発
売
し
た
「
Ｆ

Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」
は
、
フ
ラ

ッ
ト
な
の
に
視
野
が
広
く
、

目
の
高
さ
に
貼
る
だ
け
で
死

角
を
カ
バ
ー
。ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
を
解
消
し
、安
全
安
心
な

環
境
を
実
現
し
ま
す
。

　
す
で
に
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
新
本
社

や
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
オ
フ

ィ
ス
棟
な
ど
に
納
入
し
て
い

ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
、
学
校
、

病
院
、
工
場
、
商
業
施
設
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
通
路
の
衝
突

防
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」

は
、
車
い
す
の
衝
突
対
策
と

し
て
も
有
用
で
、
車
い
す
の

先
端
は
目
の
位
置
よ
り
も
前

に
あ
る
た
め
、
曲
が
り
角
で

衝
突
が
お
こ
り
や
す
く
、
ミ

ラ
ー
が
あ
れ
ば
死
角
が
自
然

と
目
に
入
り
、
車
い
す
で
も

安
心
し
て
通
行
で
き
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

賞
品
。
お
試
し
無
料
貸
し
出

し
制
度
を
利
用
し
て
見
え
方

を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ

ー

、
〒

―

埼
玉
県
川

口
市
並
木
１
の
５
の

、

０
４
８
２
５
０
５
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
山
田
製
作
所
が
勤
務
や
生

産
状
況
を
、
白
板
で
マ
ー
カ

ー
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

管
理
す
る
「
ワ
イ
デ
ク
ル
管

理
ボ
ー
ド
」
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
１

２
カ
月
先
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
瞬
時
に
確
認
し
、

作
業
効
率
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
３
Ｓ
活
動
に
よ
る
実

績
を
も
と
に
製
品
化
し
ま
し

た
。

　
予
定
を
書
く
板
が
１
日
ご

と
に
取
り
外
せ
、
当
日
の
予

定
が
常
に
先
頭
に
な
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
な
の
で
貴

社
・
貴
会
に
合
っ
た
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
が
可
能
で
す
。
納
期

管
理
や
受
注
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
シ
ン
プ
ル
な
作
り
に
な

っ
て
い
る
の
で
予
約
管
理
や

配
車
管
理
な
ど
様
々
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
対
応
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

　
卓
上
型
、
壁
掛
け
型
、
自

立
型
の
３
種
類
を
ご
用
意
し

ま
し
た
。
標
準
サ
イ
ズ
の
自

立
型

幅
１
２
０
０

×
高

さ
９
０
０

価
格
は

万
円

消
費
税
別

で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

山

田
製
作
所
、
〒

―

大
阪

府
大
東
市
新
田
中
町
２
の

、

０
７
２
・
８
７
１
・

０
０
９
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２

・
８
７
１
・
３
１
０
３

担
当

ワ
イ
デ
ク
ル
事
業
部

　
山
田

　
メ
タ
ル
ニ
ク
ス

は
、
特

殊
偏
芯
ボ
ル
ト
「
エ
ク
セ
ｅ

ボ
ル
ト
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
ま
し
た
。

　
当
製
品
の
特
徴
は
、
ボ
ル

ト
を
締
め
付
け
る
と
ボ
ル
ト

の
軸
心
か
ら
偏
心
し
た
頭
部

が
、
ワ
ー
ク
を
横
か
ら
強
力

に
ク
ラ
ン
プ
し
ま
す
。
ク
サ

ビ
作
用
に
よ
り
小
さ
な
締
め

付
け
ト
ル
ク
で
大
き
な
ク
ラ

ン
プ
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
主
に
主
要
直

動
機
器
メ
ー
カ
ー
の
レ
ー
ル

取
り
付
け
時
に
お
け
る
位
置

決
め
汎
用
部
品
と
し
て
、
ま

た
、
プ
レ
ー
ト
の
ク
ラ
ン
プ

と
し
て
な
ど
、
従
来
の
ボ
ル

ト
類
と
は
違
う
使
用
方
法
が

可
能
で
す
。

　
ボ
ル
ト
の
種
類
は
「
標
準

型
」
、
「
剛
性
型
」
の
２
種

類
。
サ
イ
ズ
は
共
に
Ｍ
３
―

Ｍ

の
７
種
類
で
す
。
Ｍ

―
Ｍ

は
受
注
生
産
品
。

　
製
品
ご
購
入
、
資
料
請
求

は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
お
問
い
合
わ
せ
先

メ
タ

ル
ニ
ク
ス

、
〒

―

愛

知
県
大
府
市
北
崎
町
遠
山
２

１
２
、

０
５
６
２
・
４
８

・
１
７
７
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５

６
２
・
４
８
・
１
７
７
８

　
販
売
会
社
様
は
、
鍋
屋
バ

イ
テ
ッ
ク
会
社
で
す
。

　
建
設
資
機
材
レ
ン
タ
ル
の

大
同
機
械

で
は
、
軽
量
な

樹
脂
製
作
業
台
を
販
売
い
た

し
ま
す
。

【
特
　
徴
】

◇
素
材
：
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

◇
重
量
：
６

◇
２
段
階
の
伸
縮
が
可
能

◇
金
属
部
材
を
使
用
し
て
い

　
な
い
た
め
、
電
気
・
通
信

　
工
事
に
最
適
で
す
。

◇
価
　
格
：
２
万
４
０
０
０

　
円

　
お
問
い
合
わ
せ
先

大
同

機
械

、
〒

―

東
京
都

墨
田
区
緑
１
の

の
６
、

０
３
３
６
３
４
３
９
１
１

　
ユ
ー
ベ
ッ
ク
は
、
高
圧
ポ

ン
プ
を
使
わ
な
い
高
圧
ク
ー

ラ
ン
ト
装
置
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
加
工
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発

し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

【
特
　
徴
】

　
高
圧
ク
ー
ラ
ン
ト
加
工

は
、
工
具
よ
り
早
い
周
速
で

ク
ー
ラ
ン
ト
液
を
連
続
供
給

し
、
工
具
の
回
転
で
で
き
る

空
気
層
を
打
ち
破
っ
て
、
摩

擦
熱
を
抑
え
る
加
工
法
で

す
。
通
常
は
高
圧
ポ
ン
プ
が

必
要
で
す
が
、
高
価
な
た
め

一
般
的
に
は
導
入
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　
当
社
は
通
常
の
ク
ー
ラ
ン

ト
ポ
ン
プ
の
利
用
だ
け
で
こ

の
条
件
を
充
た
す
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

【
加
工
ス
ピ
ー
ド
倍
速
化
】

　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
工
」

で
は
、
少
量
の
エ
ア
に
乗
せ

る
だ
け
で
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
が

可
能
。
こ
の
技
術
と
当
社
の

精
密
濾
過
装
置
、
さ
ら
に
、

豊
富
な
経
験
で
培
っ
た
加
工

ノ
ウ
ハ
ウ
の
組
み
合
わ
せ

で
、
貴
社
の
既
存
ラ
イ
ン
の

工
具
寿
命
や
加
工
ス
ピ
ー
ド

が
２
倍
以
上
と
驚
異
的
に
ア

ッ
プ
し
、
不
良
率
も
圧
倒
的

に
低
く
な
り
ま
す
。
熱
伝
導

率
の
高
い
銅
や
ア
ル
ミ
も
高

精
度
に
加
工
で
き
ま
す
。

　
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
加

工
直
後
の
工
具
が
手
で
握
れ

る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写
真
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
加
工
の
一
例

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ユ

ー
ベ
ッ
ク
、
〒

―

愛
知

県
名
古
屋
市
千
種
区
春
岡
１

の
１
の
２
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

仲
田
ビ
ル
６
―
３
、

０
５

２
・
７
６
１
・
２
７
２
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ボ
ン
サ
イ
ラ
ボ
で
は
、
低

価
格
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と
し

て
好
評
を
博
し
た
「
Ｂ
Ｓ
０

１

ビ
ー
エ
ス
ゼ
ロ
イ
チ

の
基
本
性
能
を
向
上
さ
せ
た

「
Ｂ
Ｓ
０
１
＋

ビ
ー
エ
ス

ゼ
ロ
イ
チ
プ
ラ
ス

」
を
発

売
し
ま
し
た
。

　
軟
性
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
や
Ｐ

Ｅ
Ｔ
を
は
じ
め
多
様
な
素
材

に
対
応
で
き
る
新
型
フ
ィ
ー

ダ
ー
、
造
形
テ
ー
ブ
ル
の
調

整
が
容
易
に
な
っ
た
ア
ル
ミ

製
三
点
式
テ
ー
ブ
ル
ベ
ー
ス

な
ど
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た

し
た
仕
様
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
Ｂ
Ｓ
０
１
＋
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ

マ
ー
ク
を
表
示
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
筺
体
カ
ラ
ー
は
、
３

色
増
え
て
全
８
色
に
な
り
ま

し
た
。
価
格
は
、
据
え
置
き

の
８
万
９
８
０
０
円
か
ら

税
込
み

で
す
。

☆
Ａ
Ｂ
Ｓ
／
Ｐ
Ｌ
Ａ
モ
デ
ル

☆
Ｐ
Ｌ
Ａ
モ
デ
ル

☆
デ
ュ
ア
ル
モ
デ
ル

以
上
３
機
種
が
あ
り
ま
す
。

商
品
ス
ペ
ッ
ク
、
お
見
積
も

り
の
ご
依
頼
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
承
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

―

東
京
都
港
区
南
麻
布
３

の

の
１
麻
布
グ
リ
ー
ン
テ

ラ
ス
５
階
、

０
５
０
・
３

５
９
０
・
１
１
１
５
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
３
・
６
８
０
０
・
３
６

２
１

担
当

白
沢
み
き

　
華
飾
材
の
総
合
メ
ー
カ
ー

み
は
し

で
は
、
独
自
の
加

工
技
術
で
天
然
木
の
表
面
に

躍
動
感
の
あ
る
立
体
ウ
ェ
ー

ブ
模
様
を
施
し
た
壁
面
装
飾

材

木
製
ウ
ェ
ー
ブ
モ
ー

ル

を
好
評
販
売
中
で
す
。

　

木
製
ウ
ェ
ー
ブ
モ
ー

ル

の
模
様
に
は
、
ワ
イ
ル

ド
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ウ
ェ

ー
ブ
模
様
、
川
の
流
れ
の
よ

う
な
滑
ら
か
な
ウ
ェ
ー
ブ
模

様
、
２
種
類
の
ウ
ェ
ー
ブ
が

公
差
し
た
幾
何
学
模
様

写

真
右

な
ど
計

タ
イ
プ
あ

り
ま
す
。

　
長
さ
は
、
全
品
３
６
５
０

。
模
様
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
幅
サ
イ
ズ
は

―
３
０
０

の
五
種

類
、
厚
み
は

と

の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

　
材
質
は
全
製
品
に
ア
ユ
ー

ス
材
、
ホ
ワ
イ
ト
チ
ェ
リ
ー

オ
ー
ク
材
、
塗
り
つ
ぶ
し
専

用
材
の
３
種
類
が
あ
り
、
材

に
よ
っ
て
価
格
設
定
が
異
な

る
の
で
予
算
に
合
わ
せ
て
選

択
が
可
能
で
す
。

　
壁
面
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て

の
一
枚
使
い
や
連
続
し
て
繋

が
り
の
あ
る
模
様
を
表
現
す

る
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で

変
化
に
富
ん
だ
壁
面
を
演
出

で
き
ま
す
。

写
真
左

　
ま
た
、

木
製
ウ
ェ
ー
ブ

モ
ー
ル

に
塗
装
仕
上
げ
や

照
明
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
表
情
豊
か
な
陰
影
が
生

ま
れ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
壁

面
が
演
出
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
天
然
木
な
ら
で

は
の
温
も
り
や
安
心
感
が
癒

し
を
与
え
る
空
間
を
醸
し
出

し
ま
す
。
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
、
オ
フ
ィ
ス
、
各
種
商
業

施
設
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

活
用
で
き
ま
す
。

　
天
然
木
の
癒
し
効
果
と
、

他
に
な
い
個
性
的
な
空
間
を

演
出
で
き
る

木
製
ウ
ェ
ー

ブ
モ
ー
ル

の
詳
細
は
、
検

索
サ
イ
ト
よ
り

木
製
ウ
ェ

ー
ブ
モ
ー
ル

を
検
索
ま
た

は
、
み
は
し
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
無
料

　
お
問
い
合
わ
せ
先

み
は

し

、
〒

―

埼
玉
県
和

光
市
白
子
３
の

の

、

０
４
８
・
４
６
４
・
０
３
８

４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
４
６
６

・
１
０
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
で
は
、

ワ
イ
ン
専
用
コ
ン
テ
ナ
「
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

ワ

イ
ン
カ
ー
ブ

写
真
上

の

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
製
品
は
、
屋
外
で
ワ

イ
ン
が
最
適
に
保
管
で
き
る

こ
と
に
加
え
て
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
や
ク
レ
ー
ン
で
移
動

で
き
る
こ
と
か
ら
、
設
置
場

所
の
変
更
も
容
易
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
庫
内
設
定
温
度
は
０
―

度
Ｃ
ま
で
、
湿
度
が

―

％
で
、
床
面
は
イ
ン
テ
リ
ア

　
ア
カ
シ
ア
張
り

で
、
高
級
感
を
演
出
し
て
い

ま
す

写
真
下

。
機
器
は

全
て
日
本
製
、
本
体
は
中
国

製
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
外
寸
は
長
さ
６

０
５
８

×
幅
２
４
３
８

×
高
さ
２
５
９
１

、
内

寸
が
長
さ
５
８
０
０

×
幅

２
２
９
０

×
高
さ
２
２
７

０

い
ず
れ
も

５

。
扉
は
片
開
き
で
、

寸
法
は
幅
１
２
０
０

×
高

さ
１
８
０
０

。
自
重
約

３
０
０
０

。
内
容
量
約

Ｃ
Ｕ．

Ｍ
、
最
大
積
載
重

量
２
７
０
０
０

で
す
。

　
価
格
は
、
兵
庫
フ
ァ
ク
ト

リ
ー

兵
庫
県
丹
波
市

渡

し
で
、
３
５
０
万
円

税

別

と
な
っ
て
い
ま
す
。
納

期
は
受
注
後

日
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ワ

コ
ー
パ
レ
ッ
ト
、
〒

―

大
阪
市
西
区
南
堀
江
３
の

の

、

０
６
・
６
５
４
１

・
８
０
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ ） 【友の会】 ２０１５年 平成２７年 １月１６日 金曜日 　　


